
　渋川市には、今年創建 200 年を迎える国指定重要有形民俗文化財
の「上三原田の歌舞伎舞台」があります。この舞台は、回り舞台や 
役者を舞台に登場させる「せり」など、演出を盛り上げるためのいく
つもの機構（からくり）を備えています。農村歌舞伎舞台は全国に多
数ありますが、舞台下の奈落からせりを回転させながら上げ下げでき
る舞台は、他に例を見ないものです。
　またこれらの機構を動かす操作技術も、脈々と受け継がれてきた大
切な文化財です。何十人もの大人が息をぴったりと合わせ、拍子木の
音を合図に一斉に操作します。
　歌舞伎はテレビや映画などがない時代に、農閑期の貴重な娯楽とし

て地域の人たちに愛されてきました。
舞台の維持・設営、操作技術を伝承し
てきた「上三原田歌舞伎舞台操作伝承
委員会」は、その取り組みが高く評価
され、今年「サントリー地域文化賞」
を受賞しました。11 月 2 日（土）、
3日（日）には「創建200年祭」が予
定されています。詳しくは渋川市ホー
ムページ（Ｈ参照）をご覧ください。

200年の伝統「上三原田の歌舞伎舞台」

問 県庁広報課　 027-897-2695上三原田の歌舞伎舞台
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https://www.pref.gunma.jp/cate_list/ct00001205.html
はぐんま広報ホームページ版をご覧ください（右図から読み取れます）HP
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美
術
館
・
博
物
館

な
ど
の
催
し

＊
印
の
施
設
で
は
、
障
害
者
手
帳
な
ど
を

お
持
ち
の
方
と
そ
の
介
護
者 （
１
人
）
は

無
料
で
す
。
証
明
で
き
る
も
の
を
お
持
ち

く
だ
さ
い

歴
史
博
物
館
テ
ー
マ
展
示
「
く

ら
し
の
う
つ
り
か
わ
り
１
」
＊

日　
12
月
１
日
㈰
ま
で　
午
前
９
時
30
分

～
午
後
５
時
（
入
館
は
４
時
30
分
ま
で
）

休　
月
曜
日
（
10
月
14
日
、
28
日
、
11
月

4
日
を
除
く
）
、
10
月
15
日
㈫
、
29
日

㈫
、
11
月
５
日
㈫

所　
県
立
歴
史
博
物
館（
高
崎
市
綿
貫
町
）

内　
昭
和
か
ら
平
成
に
か
け
て
、
人
々
の

暮
ら
し
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
た
の

で
し
ょ
う
か
。
当
時
の
暮
ら
し
を
紹
介
し

ま
す

観
覧
料　
一
般
＝
３
０
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
１
５
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

※
県
民
の
日
（
10
月
28
日
）
は
無
料
で
す

問　
☎
０
２
７
・
３
４
６
・
５
５
２
２

自
然
史
博
物
館
企
画
展
「
海
の

森
～
海
藻
た
ち
の
ワ
ン
ダ
ー
ラ

ン
ド
～
」
＊

日　
12
月
１
日
㈰
ま
で　
午
前
９
時
30
分

～
午
後
５
時
（
入
館
は
４
時
30
分
ま
で
）

休　
月
曜
日
（
10
月
14
日
、
28
日
、
11
月

４
日
を
除
く
）
、
10
月
15
日
㈫
、
29
日

㈫
、
11
月
５
日
㈫

所　
県
立
自
然
史
博
物
館（
富
岡
市
上
黒
岩
）

内　
豊
か
な
海
の
森
を
つ
く
っ
て
い
る
海

藻
と
海
の
森
が
育
む
生
態
系
に
つ
い
て
、

体
感
型
の
展
示
標
本
を
通
し
て
紹
介
し
ま
す

観
覧
料　
一
般
＝
７
２
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
４
１
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

※
県
民
の
日
（
10
月
28
日
）
は
無
料
で
す

問　
☎
０
２
７
４
・
６
０
・
１
２
０
０企画展のキャラクター

「海藻の妖精・藻
も

じゃーず」

土
屋
文
明
記
念
文
学
館　
萩は

ぎ
わ
ら原

恭き
ょ
う

次じ

郎ろ
う

生
誕
１
２
０
年
記
念
展

「
詩
と
は
？　
詩
人
と
は
？
」＊

日　
12
月
15
日
㈰
ま
で　
午
前
９
時
30
分

～
午
後
５
時
（
入
館
は
４
時
30
分
ま
で
）

休　
火
曜
日
（
10
月
22
日
を
除
く
）
、
10

月
23
日
㈬

所　
県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学
館
（
高
崎

市
保
渡
田
町
）

内　
詩
人
・
萩
原
恭
次
郎
が
生
き
た
大
正

時
代
の
詩
壇
の
様
相
や
日
本
近
代
詩
の
変

遷
に
迫
り
ま
す
。
ま
た
草く

さ
の
し
ん
ぺ
い

野
心
平
、
中な

か
は
ら原

中ち
ゅ
う也や

な
ど
の
貴
重
な
資
料
も
展
示
し
ま
す

観
覧
料　
一
般
＝
４
１
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
２
０
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

※
県
民
の
日
（
10
月
28
日
）
は
無
料
で
す

問　
☎
０
２
７
・
３
７
３
・
７
７
２
１

近
代
美
術
館
企
画
展
「
没
後
70

年　
森も

り
む
ら
と
り
ぞ
う

村
酉
三
と
そ
の
時
代
」

記
念
講
演
会

日　
10
月
14
日
㈪　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

所　
県
立
近
代
美
術
館（
高
崎
市
綿
貫
町
）

演
題　
森
村
酉
三
の
生
き
た
時
代
―
津つ

だ田

信し
の

夫ぶ

と
依
嘱
制
作

講
師　
中な

か
ま
つ松
れ
い
（
千
葉
県
立
美
術
館
学

芸
課
長
）　

定　
２
０
０
人
先

￥　
無
料

申
し
込
み
方
法　
当
日
、
会
場
に
直

問　
☎
０
２
７
・
３
４
６
・
５
５
６
０

日
本
絹
の
里
無
料
体
験
「
和
布

の
リ
ボ
ン
ブ
ロ
ー
チ
」
＊

日　
10
月
19
日
㈯　
午
前
10
時
～
正
午
、

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

所　
県
立
日
本
絹
の
里（
高
崎
市
金
古
町
）

内　
絹
の
古
ぎ
れ
を
使
っ
て
、
リ
ボ
ン
の

ブ
ロ
ー
チ
を
作
り
ま
す 

対　
小
学
生
以
上

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
の
付
き
添

い
が
必
要

定　
各
20
人
先

￥　
無
料

※
観
覧
料
が
か
か
り
ま
す

観
覧
料　
一
般
＝
４
０
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
２
５
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

問　
☎
０
２
７
・
３
６
０
・
６
３
０
０

カ
ネ
コ
種
苗
ぐ
ん
ま
フ
ラ
ワ
ー

パ
ー
ク「
赤
城
南
麓
収
穫
祭
」＊来園者でにぎわう園内

日　
10
月
26
日
㈯
～
28
日
㈪　
午
前
９
時

～
午
後
５
時
（
入
園
は
４
時
30
分
ま
で
）

所　
カ
ネ
コ
種
苗
ぐ
ん
ま
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー

ク
（
前
橋
市
柏
倉
町
）

内　
地
域
芸
能
の
発
表
や
地
元
グ
ル
メ
な

ど
で
赤
城
南
麓
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す

￥　
無
料　

※
入
園
料
が
か
か
り
ま
す

入
園
料　
一
般
＝
６
１
０
円
、
中
学
生
以

下
＝
無
料

※
県
民
の
日
（
10
月
28
日
）
は
無
料
で
す

問　
フ
０
1
２
0
・
１
１
８
７
・
３
８

県
立
図
書
館
「
全
国
高
等
学
校

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
群
馬
県
大
会
」

日　
10
月
26
日
㈯　
午
後
０
時
30
分
～
４

時
30
分

所　
県
立
図
書
館
（
前
橋
市
日
吉
町
）

内　
高
校
生
が
お
薦
め
の
本
を
持
ち
寄
り

紹
介
し
合
う
、
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
を
行
い

ま
す
。
観
戦
者
は
、
予
選
・
決
勝
で
最
も

読
み
た
く
な
っ
た
本
に
投
票
し
ま
す

定　
１
０
０
人
先

￥　
無
料

受　
10
月
18
日
㈮
ま
で
必

申
し
込
み
方
法　
Ｆ
。
「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト

ル
」、
氏
名
、
職
業
（
学
生
は
学
年
）
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い

他　
駐
車
場
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
で
き

る
だ
け
公
共
交
通
機
関
を
利
用
い
た
だ
く

か
、
乗
り
合
わ
せ
に
よ
り
お
越
し
く
だ
さ
い

申
・
問　
☎
０
２
７
・
２
３
１
・
３
０
０

８　
Ｆ
０
２
７
・
２
３
５
・
４
１
９
６

文
書
館
「
ぐ
ん
ま
史
料
講
座
」

日　
10
月
27
日
㈰　
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

所　
県
立
文
書
館
（
前
橋
市
文
京
町
）

内　
テ
ー
マ
展
示
「
い
い
湯
だ
な
ぁ
～
♪

ぐ
ん
ま
の
温
泉　
今
・
昔
」
に
関
連
し
た

史
料
を
紹
介
し
、
群
馬
の
温
泉
の
魅
力
に

つ
い
て
話
し
ま
す

演
題　
群
馬
の
温
泉
め
ぐ
り
～
明
治
・
大

正
・
昭
和
の
史
料
を
読
む

講
師　
関せ

き

戸ど

明あ
き

子こ

（
群
馬
大
学
教
育
学
部

教
授
）

定　
80
人
抽

￥　
５
０
０
円
（
資
料
代
）

受　
10
月
15
日
㈫
ま
で
必

申
し
込
み
方
法　
往
復
は
が
き
ま
た
は

Ｅ
。
「
ぐ
ん
ま
史
料
講
座
受
講
希
望
」
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。
往
復
は
が
き
の
場
合
は
、
返
信

面
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

申
・
問　
〒
３
７
１
ー
０
８
０
１　
前
橋

市
文
京
町
３
の
27
の
26　
☎
０
２
７
・
２

２
１
・
２
３
４
６　

Ｅm
onjyo@

pref.gunm
a.lg.jp

館
林
美
術
館
企
画
展
レ
ク
チ
ャ

ー
「
ゲ
ル
ニ
カ
［
タ
ピ
ス
リ
］

誕
生
秘
話
」

日　
10
日
27
日
㈰　
午
後
２
時
～
３
時

所　
県
立
館
林
美
術
館（
館
林
市
日
向
町
）

内　
20
世
紀
を
代
表
す
る
芸
術
家
・
パ
ブ

ロ
・
ピ
カ
ソ
の
大
作
《
ゲ
ル
ニ
カ
》
を
原

画
と
す
る
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
の
誕
生
に
つ
い

て
話
し
ま
す

講
師　
松ま

つ
し
た下
和か

ず

美み

（
当
館
学
芸
員
）

定　
１
３
０
人
先

￥　
無
料

申
し
込
み
方
法　
当
日
、
会
場
に
直

問　
☎
０
２
７
６
・
７
２
・
８
１
８
８

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー「
か
ん
た

ん
箱
カ
メ
ラ
を
作
ろ
う
！
」

日　
10
月
28
日
㈪　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

所　
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
少
年
科
学
館

（
前
橋
市
文
京
町
）

内　
虫
眼
鏡
を
使
っ
た
「
箱
カ
メ
ラ
」
を

作
っ
て
外
の
風
景
を
見
た
り
、
写
真
を
撮

っ
た
り
し
ま
す

対　
小
・
中
学
生

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
の
付
き
添

い
が
必
要

定　
30
人
先

￥　
無
料

受　
10
月
18
日
㈮
ま
で

申
し
込
み
方
法　
☎

申
・
問　
☎
０
２
７
・
２
２
０
・
１
８
７
６

県民リポーター自薦受け付け中！ 詳しくは県庁広報課まで（ 027-226-2171） 。リポーターの記事は県ホームページ（https://www.pref.gunma.jp/01/b2111261.html）でご覧になれます

昔使われていた白黒テレビ（左）と氷冷蔵庫

虫眼鏡を使った「箱カメラ」


